
④
横
浜
市
三
殿
台
考
古
館

今
井
康
博

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
考
古
館
設
立
の
経
緯

三
―
施
設
の
あ
ら
ま
し

四
―
考
古
館
の
活
動
状
況

四
―
学
校
教
育
と
の
か
か
わ
り

六
―
こ
れ
か
ら
の
考
古
館

一
―
は
じ
め
に

　
約
二
〇
〇
〇
ヵ
所
を
超
す
原
始
・
古
代
の
遺
跡
が
発

見
さ
れ
て
い
る
横
浜
市
域
は
、
県
内
で
も
有
数
の
遺
跡

密
集
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四

十
年
代
か
ら
の
大
規
模
な
亀
地
開
発
工
事
な
ど
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
横

浜
市
三
殿
台
考
古
館
（
以
下
「
考
古
館
」
と
略
称
す

る
）
設
立
の
発
端
と
な
っ
た
三
殿
台
遺
跡
は
、
そ
う
し

た
な
か
に
あ
っ
て
、
国
の
史
跡
と
し
て
保
存
さ
れ
た
極

め
て
数
少
な
い
遺
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は

画
期
的
な
成
果
を
あ
げ
た
発
掘
調
査
と
、
時
代
の
先
端

を
い
く
保
存
技
術
に
基
づ
い
て
設
計
、
建
設
さ
れ
た
考

古
館
は
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
、
今
日
各
地

に
多
く
存
在
す
る
「
野
外
博
物
館
」
の
先
駆
的
な
役
割

を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
二
年
に
考
古
館
が
開
館
し
て
二
十
年
が
経

過
し
た
が
、
こ
の
間
五
六
万
人
の
入
館
者
を
数
え
、
館

の
利
用
形
態
も
開
館
当
初
と
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
る
。
こ
こ
で
、
い
ま
ま
で
の
経
緯
と
問
題
点
、
そ
し

て
今
後
の
課
題
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
に
お

け
る
博
物
館
の
多
様
な
あ
り
方
の
一
端
を
紹
介
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

二
―
考
古
館
設
立
の
経
緯

①
―
画
期
的
な
発
掘
調
査
と
そ
の
成
果

　
三
殿
台
遺
跡
は
、
横
浜
市
磯
子
区
岡
村
四
丁
目
一
一

番
地
二
二
に
所
在
し
、
東
京
湾
を
の
ぞ
む
標
高
五
〇
メ

ー
ト
ル
の
小
高
い
独
立
丘
状
を
呈
す
台
地
上
に
あ
り
、

面
積
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
あ
る
。
こ
の
遺

跡
は
、
す
で
に
明
治
年
間
か
ら
縄
文
時
代
の
貝
塚
が
存

在
す
る
場
所
と
し
て
研
究
者
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
い
く
た
び
か
の
小
発
掘
が
く

り
か
え
さ
れ
た
結
果
、
台
地
の
縁
辺
に
点
在
す
る
貝
塚

の
多
く
が
次
第
に
破
壊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
昭
和
三
十
年
代
前
半
に
、
隣
接
す
る
市
立
滝
頭
小
学

校
岡
村
分
校
（
当
時
）
の
校
地
拡
張
の
た
め
遺
跡
の
ほ

ぼ
全
域
が
削
平
さ
れ
る
と
い
う
計
画
が
だ
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
昭
和
三
十
三
年
・
三
十
四
年
に
横
浜
市
立
大
学

史
学
研
究
室
に
よ
る
予
備
調
査
を
経
て
、
翌
三
十
六
年

夏
に
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
五
〇
日
間
に
わ
た
っ
て
展

開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
本
調
査
は
、
和
島
誠
一
氏

を
責
任
者
と
す
る
三
殿
台
遺
跡
調
査
団
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
研
究
者
や
学
生
ば
か
り
で
な
く
、
地
元
の
婦
人

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
年
の
会
、
中
・
高
校
生
な
ど
多
く
の

市
民
の
参
加
、
協
力
が
あ
っ
た
。

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の

竪
穴
住
居
址
約
二
五
〇
戸
（
縄
文
八
、
弥
生
一
五
一
、

古
墳
四
三
、
不
明
五
〇
）
な
ど
の
遺
構
の
ほ
か
に
、
膨

大
な
量
の
土
器
・
石
器
・
金
属
器
な
ど
の
遺
物
が
出
土

し
た
。
ほ
ぼ
当
時
の
地
形
の
ま
ま
で
あ
る
台
地
全
域
を

発
掘
調
査
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
縄
文
か
ら
古
墳
に
い

た
る
各
時
代
の
集
落
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と

は
、
当
時
と
し
て
は
全
国
的
に
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
、
重
要
な
の
は
弥
生
時
代
の
あ
り
方
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で
、
初
期
農
耕
集
落
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
な
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。

②
―
遺
跡
の
保
存
整
備
と
考
古
館
の
開
設

　
全
面
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
三
殿
台
遺
跡

の
学
術
的
価
値
が
、
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
国
の
文
化
財
保
護
委
員
会
、
考
古
学
界
、
世
論

な
ど
は
発
掘
直
後
か
ら
市
当
局
に
対
し
て
遺
跡
の
保
存

を
強
く
要
望
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
横
浜
市
が
保
存

を
決
定
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
八
年
春
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
同
年
、
市
は
諮
問
機
関
と
し
て
「
横
浜
市

三
殿
台
遺
跡
保
存
協
議
会
」
　
（
以
下
「
協
議
会
」
と
略

称
す
る
）
を
設
置
し
、
遺
跡
の
保
存
事
業
に
と
り
か
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
協
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、
地
元
代
表
、
各
関
係
行

政
機
関
職
員
な
ど
計
三
〇
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
併

せ
て
、
考
古
学
・
建
築
史
学
・
保
存
科
学
・
博
物
館
学

な
ど
を
専
攻
す
る
委
員
か
ら
な
る
専
門
部
会
を
置
い

た
。
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
ま
で
に
二
回
の
全
体
協
議

会
と
八
回
の
専
門
部
会
を
開
催
し
、
遺
跡
の
保
存
方
針

と
各
種
施
設
の
設
計
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結

果
を
当
局
に
答
申
し
た
。
検
討
結
果
は
、
お
お
よ
そ
次

に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。

①
　
学
術
資
料
と
し
て
の
現
状
保
存
を
整
備
の
第
一
の

　
目
的
と
す
る
。

②
　
学
校
教
育
の
教
材
・
一
般
市
民
の
観
光
資
源
と
し

　
て
活
用
さ
れ
、
本
市
に
お
け
る
文
化
財
の
研
究
セ
ン

　
タ
ー
と
し
て
も
利
用
で
き
る
施
設
と
す
る
。

③
　
整
備
工
事
は
、
三
ヵ
年
計
画
で
行
い
、
昭
和
四
十

　
一
年
度
中
に
開
館
と
す
る
。

④
　
三
殿
台
遺
跡
に
お
け
る
原
始
・
古
代
の
生
活
と
文

　
化
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
復
元
住
居
・
住
居
跡
保

　
護
棟
・
遺
構
標
示
石
柱
・
資
料
展
示
室
な
ど
の
諸
施

　
設
・
建
物
を
造
る
。

　
こ
の
協
議
会
の
審
議
と
並
行
し
て
、
市
教
育
委
員
会

は
、
整
備
工
事
に
と
り
か
か
っ
た
。
途
中
で
曲
折
は
あ

っ
た
も
の
の
、
当
初
の
予
定
通
り
昭
和
四
十
二
年
一
月

三
十
一
日
に
「
横
浜
市
三
殿
台
考
古
館
」
と
し
て
開
設

さ
れ
、
原
始
・
古
代
集
落
址
の
野
外
博
物
館
が
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
年
の
四
十
一
年
四
月
二
日
に

三
殿
台
遺
跡
は
「
称
名
寺
境
内
」
に
次
い
で
市
内
で
は

二
番
目
の
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

三
―
施
設
の
あ
ら
ま
し

　
三
殿
台
遺
跡
の
様
子
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
諸
施
設
、
建

物
を
作
り
、
公
開
し
て
い
る
。

①
―
考
古
館
本
館

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
一
階
一
二
二
平
方
メ
ー

ト
ル
の
規
模
で
、
展
示
室
と
収
蔵
庫
に
分
れ
て
い
る
。

　
展
示
室
は
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
る
。
三

殿
台
遺
跡
の
出
土
品
を
時
代
順
・
機
能
別
に
配
置
し
、

壁
に
は
遺
跡
発
掘
時
の
航
空
大
形
写
真
を
掲
示
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
補
足
説
明
資
料
と
し
て
市
内
各
遺
跡
の

資
料
も
展
示
し
て
い
る
。
展
示
の
主
眼
は
「
三
殿
台
遺

跡
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
道
具
を
用
い
て
生
活
し
て

い
た
の
か
」
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
収
蔵
庫
は
、
六
六
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
遺
跡
の
出

土
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
当
初
は
出
土
資
料
の
検
索

が
容
易
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
以
降
、
市

内
各
地
で
の
学
校
建
設
な
ど
に
伴
ケ
遺
跡
の
発
掘
調
査

が
活
発
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
出
土
品
が
順
次
運
び
こ
ま

れ
て
、
現
在
で
は
立
す
い
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
煩
雑
と

し
て
い
る
。
公
開
は
し
て
い
な
い
。

②
―
復
元
住
居

　
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
の
復
元
住
居
が
各
一
軒
ず

つ
建
て
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
発
掘
に
よ
っ
て
掘
り

だ
さ
れ
た
竪
穴
住
居
址
の
う
ち
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
も
の
を

選
ん
で
、
そ
れ
ら
の
実
測
図
を
も
と
に
し
て
実
大
の
復

元
模
型
と
し
た
。
外
形
だ
け
で
な
く
、
住
居
内
部
の
構

造
も
わ
か
る
よ
う
に
出
入
り
を
可
能
に
し
た
。
こ
こ
で

の
意
図
は
、
「
当
時
住
ん
で
い
た
家
は
、
ど
ん
な
形
で
、

ど
ん
な
仕
組
み
を
も
っ
た
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ
の
も

の
で
あ
っ
た
の
か
」
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
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③
―
住
居
跡
保
護
棟

　
発
掘
当
時
の
竪
穴
住
居
址
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
、
ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
見
学
で
き
る
施
設
で
あ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
四
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
覆

屋
内
部
に
は
、
弥
生
時
代
の
竪
穴
住
居
址
七
戸
が
樹
脂

加
工
さ
れ
て
お
り
、
単
独
の
も
の
と
重
な
り
合
っ
た
も

の
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
意
図
は
、
「
発
掘
当
時
、
ど
ん
な

状
態
で
竪
穴
住
居
址
が
発
見
さ
れ
た
の
か
」
に
あ
る
。

④
―
遺
構
標
示
石
柱

　
発
掘
さ
れ
た
大
部
分
の
竪
穴
住
居
址
を
主
体
と
す
る

遺
構
は
埋
め
戻
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
位
置
、
規
模
、

形
状
を
示
す
た
め
に
、
そ
の
輪
郭
に
沿
っ
て
時
代
・
時

期
別
を
示
す
色
タ
イ
ル
を
貼
付
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
石
柱
を
埋
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
図
は
、

　
「
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
遺
構
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
ど
ん
な
形
を
し
て
、
ど
の

よ
う
な
分
布
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う

こ
と
に
あ
る
。

⑤
―
考
古
館
別
館

　
管
理
事
務
所
と
資
料
保
管
倉
庫
が
あ
る
。
鉄
骨
プ
レ

ハ
ブ
造
り
、
二
階
延
ベ
一
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
管
理

事
務
所
は
一
階
に
あ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
質

問
の
応
対
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
文
化
財
課
や
考

古
館
に
寄
贈
さ
れ
た
全
国
各
地
の
考
古
学
関
係
の
図
書

約
一
万
数
千
冊
が
、
整
理
分
類
し
納
め
ら
れ
て
い
る
。
’

四
―
考
古
館
の
活
動
状
況

　
考
古
館
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
二

月
十
五
日
制
定
の
「
横
浜
市
三
殿
台
考
古
館
条
例
」
の

第
二
条
で
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）
　
三
殿
台
遺
跡
の
保
存
及
び
研
究
並
び
に
入
館
者
の

　
観
覧
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
　
市
内
の
遺
跡
の
出
土
品
及
び
考
古
学
上
の
資
料
の

　
収
集
、
整
理
、
保
存
、
研
究
、
及
び
展
示
に
関
す
る

（
３
）
　
市
内
の
遺
跡
の
案
内
書
、
解
説
書
、
目
録
、
研
究

　
報
告
書
等
各
種
の
印
刷
物
の
作
成
頒
布
に
関
す
る
こ

（
４
）
　
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
こ
と
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
業
内
容
は
、
本
来
的
な
意
味
で
の

『
博
物
館
』
の
機
能
で
あ
る
「
資
料
の
収
集
」
「
資
料

の
整
理
・
保
存
」
　
「
調
査
・
研
究
」
　
「
教
育
普
及
」
の

す
べ
て
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
職

写真一１　空からみた横浜市三殿台考古館

図一１　横浜市三殿台考古館現況図
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員
構
成
や
予
算
等
の
問
題
か
ら
、
十
分
に
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

①
―
職
員
の
構
成

　
最
初
に
、
考
古
館
の
活
動
を
支
え
る
職
員
の
構
成
に

つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

　
当
館
に
勤
務
す
る
職
員
は
、
館
長
・
事
務
吏
員
・
技

能
吏
員
の
計
三
人
で
あ
る
。
館
長
は
民
俗
資
料
を
対
象

と
す
る
横
浜
市
八
聖
殿
郷
土
資
料
館
の
館
長
も
兼
務
し

て
い
る
た
め
、
当
館
に
常
勤
で
は
な
い
。
事
務
吏
員

は
、
管
理
・
運
営
の
た
め
の
庶
務
経
理
事
務
の
ほ
か
に

団
体
見
学
者
の
説
明
、
収
蔵
資
料
の
貸
出
し
や
専
門
的

な
問
合
わ
せ
な
ど
、
応
対
、
館
報
の
編
集
、
学
芸
員
実

習
生
の
指
導
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
学
芸
員
と
し
て
の
役
割

も
担
当
し
て
い
る
。
技
能
吏
員
は
施
設
の
維
持
管
理
に

伴
う
種
々
の
業
務
を
担
当
す
る
。

　
な
お
、
年
間
の
予
算
は
数
百
万
円
程
度
で
、
そ
れ
ら

の
多
く
は
施
設
の
維
持
管
理
費
に
使
わ
れ
て
お
り
、
一

般
の
博
物
館
で
計
上
さ
れ
て
い
る
、
資
料
収
集
費
や
調

査
研
究
費
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
措
置

さ
れ
て
い
な
い
。

②
―
普
及
・
啓
発
活
動

ア
館
報
「
大
む
か
し
の
よ
こ
は
ま
」
の
発
行

　
原
始
・
古
代
に
お
け
る
横
浜
の
歴
史
に
つ
い
て
、
小

学
校
高
学
年
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
編
集
し
た
小
冊

子
で
あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
発
行
し
、
現
在
一

一
号
を
数
え
る
。
執
筆
は
、
市
立
小
学
校
の
三
人
の
教

師
が
中
心
に
な
っ
て
担
当
し
て
い
る
。
イ
ラ
ス
ト
、
写

真
を
多
数
掲
載
し
、
表
現
は
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す

い
方
法
を
用
い
て
い
る
。
市
立
小
学
校
の
六
学
年
各
ク

ラ
ス
に
一
部
ず
つ
、
他
に
図
書
館
な
ど
の
公
的
機
関
に

配
布
し
て
い
る
。
副
教
材
と
し
て
用
い
る
学
校
が
多

く
、
ま
た
、
既
刊
号
の
在
庫
の
問
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

イ
特
別
展
の
開
催

　
本
館
展
示
室
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
常
時
三
殿
台

遺
跡
の
出
土
品
な
ど
を
公
開
し
て
い
る
が
、
不
定
期
に

収
蔵
資
料
の
な
か
か
ら
選
択
し
て
特
別
展
を
開
催
す
る

こ
と
が
あ
る
。
最
近
で
は
、
昭
和
六
十
年
六
月
―
八
月

に
「
朝
光
寺
原
古
墳
群
の
鉄
器
展
」
を
催
し
た
。
こ
れ

は
、
昭
和
四
十
三
年
に
発
掘
し
た
緑
区
市
ヶ
尾
町
所
在

の
当
該
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
甲
冑
・
刀
剣
・
鏃
な
ど

の
鉄
製
の
武
器
武
具
を
一
括
展
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

市
の
広
報
誌
な
ど
を
媒
介
に
開
催
の
周
知
に
努
め
た
の

で
、
常
設
展
を
上
回
る
入
館
者
が
あ
っ
た
。

　
特
別
展
の
開
催
は
、
館
の
性
格
上
、
固
定
的
に
な
り

が
ち
な
資
料
展
示
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な

り
、
今
後
も
随
時
行
っ
て
い
き
た
い
。

ウ
館
外
に
お
け
る
活
動

　
当
館
の
性
格
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
三
殿
台
遺
跡
の

野
外
博
物
館
で
あ
る
た
め
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る

市
内
の
遺
跡
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
活
動
（
刊
行
物
の

出
版
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
本
館
展
示
室
の
狭
隘
さ

と
あ
い
ま
っ
て
館
内
で
行
う
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
公
共
施
設
の
コ
ー
ナ
ー
を
借
り
て
市

内
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
の
展
示
を
実
施
し
て
い
る
。

ア
市
庁
舎
市
民
広
間
の
文
化
財
資
料
展
示

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
昭
和
五
十
八
年
に
か
け
て
標
記

場
所
で
、
五
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
開
催
し
た
。
当

初
、
「
み
な
と
祭
り
」
の
協
賛
事
業
と
七
て
始
め
ら
れ
た

も
の
で
、
市
域
の
文
化
財
の
紹
介
を
通
し
て
そ
の
愛
護

意
識
の
啓
発
・
高
揚
を
は
か
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。

イ
区
役
所
な
ど
に
お
け
る
展
示

　
各
区
の
庁
舎
や
公
共
施
設
に
、
区
域
あ
る
い
は
市
域

の
遺
跡
の
出
土
品
な
ど
を
展
示
し
た
ケ
ー
ス
を
常
設
し

て
い
る
・
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
設
置
し
は
じ
め
、
現

在
、
中
・
港
南
・
泉
区
を
除
い
た
一
三
区
に
置
か
れ
て

い
る
。

ウ
小
学
校
の
郷
土
資
料
室
の
展
示
協
力

　
最
近
、
児
童
数
が
減
少
す
る
小
学
校
に
お
い
て
は
、

空
い
て
い
る
教
室
を
郷
土
資
料
室
と
し
て
利
用
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
学
区
内
や
そ
の
周
辺
か
ら

の
考
古
資
料
や
民
俗
資
料
を
展
示
し
、
社
会
科
学
習
の

教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
当
館
で
は
、
学
校
か
ら

要
請
が
あ
れ
ば
、
資
料
の
収
集
・
展
示
に
つ
い
て
の
指

導
・
助
言
を
し
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
館
所
蔵

の
資
料
の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
昭
和
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六
十
年
度
に
瀬
谷
区
瀬
谷
小
学
校
、
同
六
十
一
年
度
仁

南
区
別
所
小
学
校
な
ど
で
実
施
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
小
学
校
に
郷
土
資
料
室
や
郷
土
資
料
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
は
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
当
館

と
し
て
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

③
―
資
料
の
収
集
と
整
理
・
研
究
活
動

ア
資
料
の
収
集

　
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
や
予
算

措
置
な
ど
の
問
題
か
ら
、
系
統
だ
っ
た
活
動
は
行
っ
て

い
な
い
。
た
だ
、
公
共
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
る

多
く
の
遺
跡
の
出
土
品
を
保
管
し
て
お
り
、
発
掘
担
当

者
の
承
諾
を
得
て
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
効
果
的
に
活
用

す
る
か
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
考
古
資
料
の
寄
贈
や
寄
託
を
受
け

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
［
例
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年

に
鶴
見
区
の
横
山
金
吾
氏
よ
り
、
「
人
面
付
土
器
」
が

寄
託
さ
れ
た
。
こ
の
土
器
は
、
そ
の
後
に
県
指
定
文
化

財
の
指
定
を
受
け
、
現
在
は
鶴
見
会
館
の
ロ
ビ
ー
で
展

示
公
開
さ
れ
て
い
る
。

イ
資
料
の
整
理
・
研
究

　
現
在
、
当
館
の
活
動
で
最
も
立
遅
れ
て
い
る
分
野
で

あ
る
。

　
三
殿
台
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
は
開
館
の
前
年
に

刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
、
土
器
の
一
部
と
石
器
、

金
属
器
、
骨
角
器
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
収
録
さ
れ

て
い
な
い
。
開
館
後
、
事
業
の
一
貫
と
し
て
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
の
整
理
、
分
類
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
昭
和

四
十
五
年
度
か
ら
逐
次
、
『
収
蔵
品
目
録
』
と
し
て
編

集
し
、
現
在
ま
で
に
五
冊
を
発
行
し
た
。

五
―
学
校
教
育
と
の
か
か
わ
り

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
入
館
者
は
、
総
計
三
万
四
八
四

四
人
を
数
え
る
が
、
こ
の
う
ち
小
学
生
は
二
万
五
五
六

〇
人
で
全
体
の
約
七
三
％
と
い
う
極
め
て
高
い
割
合
い

を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
小
学
生
の
う
ち
約
七

六
％
の
一
万
九
四
〇
〇
人
が
、
六
年
生
の
社
会
科
授
業

の
一
環
と
し
て
学
校
単
位
で
当
館
に
や
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。
来
館
時
期
は
、
原
始
・
古
代
を
学
習
す
る
頃
、

即
ち
四
月
中
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
集
中
し
、
多
い
時
で

は
一
日
に
一
〇
数
校
が
訪
れ
る
と
い
う
盛
況
振
り
で
あ

る
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
小
学
校
団
体
見
学
者
が
、
当

館
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介

し
て
み
よ
う
。
な
お
、
記
述
の
多
く
は
、
当
館
に
本
年

四
月
中
旬
か
ら
五
年
上
旬
に
来
館
し
た
小
学
校
団
体
見

学
校
八
〇
校
の
、
引
率
教
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

①
―
団
体
見
学
小
学
校
の
数

　
昭
和
六
十
一
年
度
は
、
市
立
小
学
校
一
三
八
校
、
市

外
の
公
立
小
学
校
一
七
校
（
鎌
倉
市
立
七
、
横
須
賀
市

立
五
、
逗
子
市
立
三
、
藤
沢
市
立
一
、
大
和
市
立
一
）
、

そ
の
他
三
校
（
市
内
国
立
二
、
同
私
立
一
）
の
合
わ
せ

て
一
五
八
校
が
来
館
し
た
。
市
立
小
学
校
は
、
全
体
で

三
一
九
校
を
か
ぞ
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
四
三
％
を
占

め
て
お
り
非
常
に
高
い
割
合
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
市

外
の
公
立
小
学
校
も
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
市
内

の
各
区
別
の
状
況
は
図
―
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
中
南

部
の
区
か
ら
の
来
館
校
が
多
く
、
西
・
北
部
ほ
ど
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
当
館
に
近
い
区
域
ほ
ど
利
用
度
が
高

い
と
い
え
る
。

②
―
交
通
機
関
と
見
学
時
間

　
各
小
学
校
か
ら
当
館
ま
で
の
交
通
機
関
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
徒
歩
の
み
一
六
校
、
貸
切
り
バ

ス
・
乗
合
バ
ス
各
二
校
で
、
他
は
京
浜
急
行
や
市
営
地

下
鉄
な
ど
の
鉄
道
を
利
用
し
て
く
る
。
徒
歩
の
み
や
乗

合
バ
ス
の
利
用
校
は
当
館
か
ら
近
距
離
に
あ
る
磯
子
・

南
区
な
ど
の
学
校
で
あ
る
。
貸
切
り
バ
ス
が
予
想
以
上

に
少
な
い
の
は
、
当
館
に
大
型
バ
ス
の
駐
車
場
が
備
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
、
交
通
機
関
が
充
実
し
て
い
る
市
域

内
の
移
動
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
当
館
で
の
見
学
時
間
は
、
一
時
間
の
学
校
が
二
四
校

と
最
も
多
く
、
次
い
で
二
時
間
の
学
校
が
一
七
校
、
一
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時
間
三
〇
分
の
学
校
が
一
六
校
、
二
時
間
三
〇
分
の
学

校
が
七
校
、
三
時
間
の
学
校
が
七
校
と
い
う
順
で
あ
る
。

な
お
、
昼
食
を
と
る
学
校
は
全
体
の
約
三
割
で
あ
る
。

③
―
事
前
学
習

　
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
、
そ
の
内
容
の
差
は
あ
れ
、
当

館
見
学
前
の
授
業
で
三
殿
台
遺
跡
と
考
古
館
の
概
要
、

原
始
・
古
代
生
活
と
文
化
に
つ
い
て
の
学
習
が
な
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
教
科
書
の
中
に
は
、
三
殿
台
遺
跡
に
つ
い
て
詳
し
い

記
述
の
あ
る
も
の
も
出
版
さ
れ
て
い
る
が
（
「
小
学
社

会
小
六
」
日
本
書
籍
発
行
）
、
市
内
の
学
校
で
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
三
殿
台
遺
跡
の
説
明
に
当

た
っ
て
は
下
見
の
時
に
配
布
し
た
当
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
用
い
た
学
校
が
大
半
で
、
な
か
に
は
、
学
校
独
自

で
製
作
し
た
ス
ラ
イ
ド
・
Ｖ
Ｔ
Ｒ
あ
る
い
は
Ｔ
Ｖ
で
放

映
し
た
「
三
殿
台
遺
跡
を
訪
ね
て
」
な
ど
の
番
組
の
Ｖ

Ｔ
Ｒ
を
使
っ
て
指
導
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

④
―
児
童
た
ち
の
感
想

　
児
童
が
当
館
を
見
学
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学

び
、
そ
し
て
疑
問
に
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
、
い
く
っ
か
を
紹
介
し
て
み
よ

図―２　昭和61年度団体見学の区別市立小学校数
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多
く
の
児
童
が
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

も
、
教
科
書
で
学
ん
だ
遺
跡
が
あ
る
こ
と
に
大
き
な
驚

き
を
示
し
、
そ
の
場
所
が
日
当
た
り
の
よ
い
小
高
い
丘

の
上
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
自
ら
の
観
察
に
よ

っ
て
確
か
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
飲
料
水
の
入
手
方
法

や
、
水
田
の
位
置
な
ど
へ
問
題
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。

　
施
設
の
な
か
で
は
、
復
元
住
居
に
最
も
関
心
が
集
ま

っ
た
よ
う
だ
。
な
か
に
入
っ
て
、
柱
の
本
数
を
か
ぞ
え

た
り
、
屋
根
の
か
や
に
触
れ
た
り
、
そ
の
暗
さ
に
驚
い

た
り
し
て
、
自
分
た
ち
の
生
活
空
間
で
は
目
に
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
古
代
住
居
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
展
示
室
で
は
縄
文
土
器
と
弥
生
土
器
の
違

い
や
、
道
具
の
種
類
を
実
物
に
よ
っ
て
確
か
め
、
石
器

や
骨
角
器
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
食
べ
物
を
ど
れ
く
ら
い

と
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
発
展
さ
せ
て
い

る
。
な
か
に
は
、
昔
の
人
は
器
用
だ
っ
た
と
か
、
お
し

や
れ
だ
っ
た
と
い
う
感
想
を
し
め
す
児
童
も
い
る
。
そ

し
て
、
遺
構
標
示
石
柱
で
は
、
三
時
代
に
わ
た
っ
て
多

く
の
住
居
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
タ
イ
ル
の
色
違

い
や
柱
の
数
に
よ
っ
て
理
解
し
た
よ
う
だ
。

う
Ｏ



⑤
―
博
物
館
と
学
校
教
育

　
一
般
的
に
、
博
物
館
は
、
学
校
教
育
を
受
け
て
い
る

児
童
・
生
徒
・
学
生
だ
け
で
な
く
、
幼
児
か
ら
老
人
に

い
た
る
ま
で
の
年
齢
・
学
歴
・
職
業
な
ど
を
限
定
し
な

い
す
べ
て
の
人
間
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

う
し
た
観
点
に
た
っ
て
の
展
示
、
公
開
内
容
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
学
校
教
育

・
社
会
教
育
・
生
涯
教
育
と
い
っ
た
す
べ
て
の
教
育
に

適
合
し
た
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
利
用
者
の
実
態
は
、
館
の
種
類
に
よ
っ
て

大
き
く
こ
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
美
術
館
や
専

門
館
で
は
成
人
、
動
物
園
や
科
学
館
な
ど
は
む
し
ろ
幼

児
や
児
童
・
生
徒
の
利
用
が
多
数
を
占
め
て
い
る
の
で

あ
り
、
館
活
動
の
在
り
方
も
そ
う
し
た
利
用
者
の
実
態

に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
部
分
が
か
な
り
生
じ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
当
館
の
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
小
学
生

の
利
用
者
が
全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
、
そ
の
多
く
が

歴
史
授
業
の
一
環
と
し
て
来
館
し
て
く
る
の
で
あ
り
、

学
校
教
育
と
の
関
係
を
よ
り
強
固
に
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
当
館
の
今
ま
で
の
活
動
経
過
を
振
返
っ
て
み
る
と
、

そ
う
し
た
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
も
、
小
学
校
の
団
体

を
単
に
受
動
的
に
迎
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

れ
か
ら
は
、
児
童
・
生
徒
は
も
と
よ
り
、
引
率
の
先
生
方

の
意
見
や
要
望
な
り
を
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
効
果

的
な
館
活
動
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

六
―
こ
れ
か
ら
の
考
古
館

①
―
再
整
備
事
業

　
当
館
は
、
今
年
の
一
月
三
十
一
日
で
、
開
館
以
来
二

十
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
社
会
科
授
業
の
一
環
と

し
て
の
小
学
校
団
体
見
学
者
の
増
加
や
、
社
会
一
般
の

原
始
・
古
代
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、
館
内
外

の
状
況
は
、
開
館
当
初
に
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
ほ
ど

の
変
わ
り
か
た
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
館
の
施
設
や

建
物
は
、
今
ま
で
に
増
改
築
な
ど
は
な
さ
れ
ず
、
概
略

開
館
当
初
の
施
設
構
成
を
保
持
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、

二
十
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
古
館
本
・
別

館
な
ど
一
部
の
建
物
の
老
朽
化
が
目
立
ち
は
じ
め
て
い

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
施
設
や
建
物
の
他
に
、
考
古
館

の
管
理
・
運
営
や
普
及
・
啓
発
と
い
っ
た
具
体
的
な
館

活
動
の
あ
夕
方
に
お
い
て
も
、
現
在
の
状
況
に
そ
ぐ
わ

な
い
部
分
が
生
じ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
い
く
ら
か
で
も
打
開
し
、
将
来

に
向
け
て
、
望
ま
し
い
博
物
館
施
設
と
す
る
た
め
に
、

昭
和
六
十
一
年
度
よ
り
『
横
浜
市
三
殿
台
考
古
館
再

整
備
事
業
』
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
初

年
度
事
業
と
し
て
、
現
状
に
お
け
る
問
題
点
の
洗
い
出

し
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
再
整
備
の
基
本
方
向
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
横
浜
市
三
殿
台

考
古
館
再
整
備
検
討
委
員
会
」
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」

と
す
る
。
）
の
開
催
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

②
―
再
整
備
の
基
本
方
向

　
検
討
委
員
会
は
、
考
古
学
・
博
物
館
学
・
建
築
学
・

学
校
教
育
な
ど
の
学
識
経
験
者
と
、
文
化
財
の
関
係
行

政
機
関
職
員
の
合
わ
せ
て
五
人
で
構
成
さ
れ
、
昭
和
六

十
一
年
七
月
か
ら
翌
六
十
二
年
二
月
ま
で
の
間
に
計
五

回
の
会
議
を
開
催
し
た
。
つ
ぎ
に
、
検
討
委
員
会
の
会

議
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
（
以
下
、
横
浜

市
三
殿
台
考
古
館
再
整
備
検
討
委
員
会
『
横
浜
市
三
殿

台
考
古
館
再
整
備
の
基
本
方
向
に
つ
い
て
Ｉ
報
告
－
』

昭
和
六
十
二
年
三
月
よ
り
抜
粋
）
。

ア
再
整
備
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方

写真―２　復元佳居を見学する児童たち
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今
後
、
再
整
備
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

①
　
三
殿
台
遺
跡
の
発
掘
成
果
を
生
か
し
た
野
外
博
物

　
館
（
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
を
基
本
と
す

　
る
。

②
　
学
校
教
育
と
の
連
携
を
、
よ
り
以
上
に
強
化
す

　
る
。

と
い
う
二
点
を
念
頭
に
お
い
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

イ
施
設
と
建
物
の
整
備
に
つ
い
て

ア
考
古
館
本
館
と
別
館

　
両
者
を
一
体
化
し
た
建
物
と
し
、
学
習
室
、
研
究
室

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
展
示
室
・
収
蔵
庫
の
拡
張
を

図
り
、
博
物
館
施
設
と
し
て
適
正
規
模
の
建
物
へ
改
善

す
る
。
特
に
展
示
内
容
は
、
小
学
生
で
も
当
時
の
生
活

の
様
子
が
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

イ
住
居
跡
保
護
棟

　
カ
ビ
・
コ
ケ
類
の
繁
茂
や
遺
構
面
の
崩
落
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
専
門
家
に
よ
る
科
学
的
な
検
査
・
研
究

を
実
施
し
た
後
、
保
存
処
理
を
は
か
る
。
ま
た
、
遺
構

の
観
察
が
容
易
と
な
る
よ
う
建
物
の
改
善
を
含
め
て
検

討
す
る
。

ウ
遺
構
標
示
石
柱

　
石
柱
の
間
隔
が
大
き
い
の
で
個
々
の
形
状
な
ど
が
分

か
り
に
く
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
た
め
危
険
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
標
示
物
の
材
質
・
設
置
方
法
を
改
善
す
る

と
と
も
に
、
高
所
か
ら
の
展
望
が
可
能
と
な
る
施
設
を

新
設
す
る
。

エ
北
側
貝
塚

　
北
側
貝
塚
は
’
東
日
本
で
は
稀
有
な
弥
生
時
代
の
貝

層
の
存
在
が
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
・
規
模
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果

に
基
づ
い
て
公
開
・
活
用
な
ど
の
整
備
を
検
討
す
る
。

ウ
館
活
動
そ
の
他
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て

ア
普
及
・
啓
発
活
動

○
三
殿
台
遺
跡
の
発
掘
成
果
に
基
づ
い
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　
ク
と
収
蔵
資
料
品
目
録
を
作
成
す
る
。

○
発
掘
時
の
全
過
程
を
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
取
得
し

　
活
用
を
図
る
。

○
体
験
学
習
の
開
催
や
友
の
会
の
設
立
を
通
し
て
、
館

　
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

イ
学
校
教
育
と
の
連
携

　
小
学
校
団
体
見
学
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
学

校
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
充
実
を
は
か
る
。

ウ
休
館
日
と
開
館
時
間

　
現
状
の
休
館
日
と
開
館
時
間
は
、
県
内
の
同
種
施
設

と
異
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
不
満
も
多
い
た
め
、
で

き
る
か
ぎ
り
統
一
さ
れ
た
も
の
に
改
め
る
こ
と
を
検
討

す
る
。

③
－
将
来
に
向
け
て

　
以
上
、
市
内
で
唯
一
の
野
外
博
物
館
で
あ
る
考
古
館

の
概
要
に
つ
い
て
、
沿
革
、
施
設
、
活
動
、
学
校
教
育

と
の
か
か
わ
り
、
再
整
備
の
方
向
な
ど
に
分
け
て
述
べ

て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
現
実

に
は
博
物
館
を
訪
れ
る
人
は
年
に
三
万
数
千
人
と
い
う

か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
市
民
の
文
化
的
な
創

造
力
を
う
み
だ
す
大
き
な
原
動
力
の
一
つ
と
し
て
、
博

物
館
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
事

実
で
あ
る
。
当
館
の
組
織
や
予
算
が
ど
う
で
あ
れ
、
実

際
に
来
館
す
る
人
々
の
知
的
欲
求
に
十
分
こ
た
え
う
る

だ
け
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
は
な
は
だ
疑

問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て

も
、
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
さ
れ
た
各
項
目
に
つ
い

て
、
早
期
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
が
、
当
面
の
私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
△
教
育
委
員
会
文
化
財
課
横
浜
市
三
殿
台
考
古
館
Ｖ
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